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序

安中市は、群馬県西部に位置しています。古代には東山道、近世には中山道、現在は国道18

号が通る交通の要衝であり、宿駅が置かれ、文物の流れや人の行き来の盛んなところでした。

また、市の南寄りを走る信越本線の開業は明治18年で、現在も多くの人の足となっています。

さらに、平成 9年10月には安中市北部を通る JR長野行新幹線が開通し、安中榛名駅が営業を

始めました。

市の中央よりやや南寄りを碓氷川が東流し、碓氷川の両岸には河岸段丘が造られています。

J R信越線の南方の松井田町八城から安中市野殿の切通まで高さ60~80mの崖が続いています

が、ここから、天神川までが碓氷川上位段丘に位置づけられています。また、天神川から東側

は、市の東南から延びる岩野谷丘陵が続いています。

今回、東京電力株式会社の送電線用鉄塔建設工事のために発掘調査を実施した、下間仁田の

日向後原遺跡・野毛良遺跡・山峰遺跡・山峰遺跡北調査区は、この碓氷川上位段丘南端に東西

に細長く続く丘陵状地形に位置しています。現在は桑畑や畑などになっていますが、古代の人

々が坐活した跡が残されていました。特に、中央の野毛良遺跡からは、狭い調査区内に 8軒の

住居士止が折り重なって発見されました。また、一番東の山峰遺跡北調査区からは地震の亀裂が

発見され、過去にこの地域で大規模な地震があったことを伝えています。さらに、西端の日向

後原遺跡では、古墳時代前期に造られた古墳を確認しましたの

終わりに、今回の発掘調査に際して協力していただいた皆様、そして、太陽の照りつける中、

また、空っ風の吹く中、発掘調査に従事していただいた方々にお礼申し上げますととともに、

この報告書が市の歴史資料として広く活用されることを願し、ます。

平成 10年 9月

安中市埋蔵文化財発掘調査団

団長山中誠次



仁コ例

本書は東京電力株式会社が実施した送電用鉄塔建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

1 

遺跡略称はそれ山峰遺跡であり、発掘調査を実施した遺跡は日向後原遺跡、野毛良遺跡、2 

G-25Cである。G-25B、ぞれG-25A、

また、本調査試掘調査は、平成 7年度国庫補助金及び県費補助金の交付を受けて行った。3 

及び遺物整理は東京電力株式会社群馬支倍からの委託金により実施した。

試掘調査は平成7年7月 20 日 ~28 日までの聞に実施し、本調査は平成8年1月 22 日 ~2月 16 日ま4 

また、遺物整理は、平成9年9月1日~平成10年 7月3日までの開に断続的での聞に実施した。

に実施した。

試掘調査は安中市教育委員会直営で行い、社会教育課文化財係主任大工原豊が担当した。5 

本調査は安中市埋蔵文化財発掘調査団で行い、発掘調査員大工原豊及び深町真が担当した。

(敬称略・玉十音)1慎)。遺物整理作業の分担は以下のとおりである

深町本書の編集

6 

中津信忠、深町(執筆箇所は主任大工原、主事井上慎也、本文の執筆

文章末に記入した。)

日田利江、深田中利策、下マス江、須藤ダイ、

町、安問京子、

大塚清美、遺構図の作成

高林直美、筑井美佐子、高瀬敦子、伊田百合子、金井京子、

平出紀子

遺構図の実測・トレース

中津、筑井縄文土器の拓本・実測・トレース

井上石器の分類・実測・トレース

筑井、深町弥生十ー器の実測・トレース

高j頼、筑井、平出、深町土師器・須恵器の拓本・実誤IJ.トレース

平出鉄器の実演IJ.トレース

遺構の写真撮影は大工原、深町が行った。7 

出土遺物はすべて安中市教育委員会で保管している。発掘調査における記録、8 

(敬称略)。発掘調査組織は下記のとおりである9 

山中誠次

仁(平成 9年 3月転出)下真

教育長(団長)

教育部長(高IJ団長)
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小版楠 m 
10 平成7年度の発抑i鯛究従事者は下記のとおりでめる(敬称略、五十Tf)1国)。

飯塚洋子、太縁m;段、 F マス花、 mJk iE、須雌グイ、多胡 静、多胡好江、凶品かつ子、

田島せいー子、問。r:-ij 元1台、田中利策、同村水子、日田利江、丸岡民子、安同点下、 IU口良江、

山附11凶子、山崎忠

凡例

1 遺構実訓IJ聞の~\li'l尺は ) /80である。 また、泣跡全体閣は1/100(・郁は1/120)である。

また、二れらの図のr:tの北マーク は磁北である。

2 深さ40c m以 kのピシト、深さ20.......39c mまでのピットには制掛けで表示した。

深さ40cmbl.、ヒのピット i祭主20.......30c rnまでのピシト

3 遺物実j則岡の縮尺は以下のとおりである。

十.器:1/4 

大形石器 ]/8 中形石器 1/4 小形石器:2/3 

鉄器:1/2 



4 土層説明中の記号とその意味は以下のとおりである。

色調:暗<明、明>暗

しまり・粘性 @ あり 0 やゃあり な

干
り

若

まあ

※
ム

混入物:@ 大量 0 多量 ム少量

RP  。ローム粒子(溶け込んだ状態)、 RB:ロームブロック(固まりの状態)

× ない

5 石器実測図中の記号は石材の略号であり、略号と石材の対応関係は以下のとおりである。

s c 

結品片岩類-
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山

安

江
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質
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里
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轍
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岩
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h

一
岩

S

一百一

6 スクレイパ一類の二次調整に付された記号の意味は下記のどおりである O

T 主剥離の打点と方向

P 押圧剥離的な調整加工

P十 D:直接打撃と押庄剥離の併用または粗雑な押圧剥離

D 直接打撃による調整加工

M 白使用などによると推定される連続した微細剥離 (Micro~Flaking)

7 セクション図では貼床を網掛けで示した。

A ・219.30m • 1う

5 
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I 調査の経緯

1 調査に至る経緯

平成 5年 7月22日、東京電力株式会社群馬支居(前橋市本町 1-8← 16) から送電線用鉄塔

工事の照会があった。平成4年度に刊行した市内遺跡詳細分布調査報告書『安中市の遺跡』と

照合の結果、該当箇所には遺跡地が含まれていることが判明したため、事業を実施する際には

文化財保護の措置を講ずる必要性がある旨を、同群馬支居に伝えた。しかし、事業の性格から

みてすべての遺跡地を回避することはできないので、発掘調査を実施し、記録保存の措置を講

ずることで、協議を進めることとなり、平成 7年 3月20日に同群馬支居から安中市教育委員会

教育長宛に埋蔵文化財試掘依頼書が提出された。その後、平成 7年 7月になって地権者の補償

等の問題が解決したため、同月 21 日 ~24 日に 6 箇所予定されている鉄塔建設予定地のなかで、

周知の埋蔵文化財包蔵地である 5箇所で試掘調査を実施した。試掘調査の結果、 5箇所の内 3

箇所で地下に遺構があることが確認された。このため、本調査を実施し、記録保存の措置を講

ずることとなった。

2 調査の経過

試掘調査は平成 7 年 7 月 21 日 ~24 日までの 4 日間実施した。

本調査は、平成 8 年 1 月 22 日 ~2 月 16 日までの延べ26 日間実施した。本調査は原則として、

日向後原遺跡、野毛良遺跡、山峰遺跡、山峰遺跡北調査区の順番に実施した。

本調査の日程は次のとおりである。

日向後原遺跡 平成 8年 1月22S ~ 1月31日

野毛良遺跡 平成 8 年 1 月 24 日 ~2 月 14 日

山峰遺跡 平成 8 年 1 月 26 日 ~2 月 13 日

山峰遺跡北調査区 平成 8 年 2 月 9S~2 月 16 日

2月16日にはすべての発掘調査を終了した。

(深町真)



H 調査の方法

1 発掘調査の方法

( 1 )発掘調査の方針

今回の発掘調査の調査区域は送電用鉄塔の基礎部分であり、遺跡の全体像を把握するには調

査区が狭すぎる。このため、検出された遺構のみで、遺跡の全体像を把握することはできない。

したがって、住居土止などの遺構単位で、その遺構が持つデータを記録していくことに重点を置

いた。

( 2 )調査区・グリッドの設定

a. 試掘調査

5箇所の鉄塔建設予定地のうち、 No.20、No.21、No.22では基本的には鉄塔建設工事予定地内

に幅 1mのトレンチを 2本、 5mほどの間隔で設定した。ただし、鉄塔No.23、No.25では既存

の鉄塔が調査区にあるため、 1本のトレンチを設定した。

b. 本調査

試掘調査で遺構が検出された鉄塔No.20、No.21、No.23及びNo.23の仮鉄塔建設予定区域を調

査区域として実施した。送電用鉄塔工事のために設置されていた杭を利用して、 1辺10mの正

方形の鉄塔建設予定区域を 4m毎のグリッドに区分した。さらに 4mX4mのグリッドの中を

2mX2mの小グリッドに区分して、左とから右下の順に a、 b、 c、 dに区分した。

( 3 )遺構の調査方法及び記録方法

今回発掘調査した遺構の調査方法は第 1表のとおりである。平板測量以外の分層16分割法や

土層ビニーノレ転写法などは、昭和63年度~平成4年度まで実施された中野谷地区遺跡群の発掘

調査の経験から導入されたものである。これらの方法については、 『中野谷地区遺跡群J (19 

94年)、 『中野谷松原遺跡ー縄文時代遺構編ーJ (1996年)の中で詳述されているので、これ

らの文献を参照されたい。

2一



乍業の種類 住居士止 土坑 ピット 1華i 包含層

グリット杭 鉄塔工事用の杭を利用。

陵土掘削・除去 ミニパックホー (0.18rrf) 

漬構確認、 ジョレン

遺構精査・掘削移植ゴァ 移植ゴ、フー 移植ゴ、ア 移植コ、ア 移植ゴ、ア

ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)

竹箆 竹箆 竹箆 竹箆 竹箆

中華用お玉 中華用お玉

山芋掘用突き

貴物取り上げ法分層16分割法 一括 t~ 2m毎に分割。 グリッド毎。

i費構平箇図 平板測量

貴物分布図 プ、ジタル方式

土層断面図 ビニール転写法 ビニール転:与法 ビニール転写法ヒ、、ニーノレ転写法 ビニール転写法

貴構断面図 図面起こし ビニール転写法図面起こし ビニール転手法

遺構写真 リバーサル写真 (35mm)

モノクロ写真 (35mm) 

第 1表 作業工程別調査方法一覧表

(4 )調査機材

今回の発掘調査で使用した主な機材は下記のとおりである。

〔表土掘削〕 ミニパックホー (0.18m') 

〔遺構確認圃精査〕 ジョレン、ねじり鎌(両刃)、移植ゴテ、手鍬、竹箆、プラスチック製

荷札等

〔ピット掘削〕 突き(山芋掘り用)、中華用お玉等

〔遺構浪IJ量〕 レベル、スタップ、平板、巻尺、農業用ローノレビニール、コノヱダブル等

(深町真)

2 整理の方法

( 1 )整理の方針と目的

今回の発掘調査で得たデータは、遺跡の全体像を復元するためには断片的で、不十分なもの

である。したがって、分析の対象は住居祉や古墳、士坑、溝といった遺構単位とならざるを得

ない。こうした場合、各時期の遺構毎に他の遺跡と比較対比が可能な客観的データを抽出する

必要がある。そこで、 『中野谷地区遺跡群』の整理方法に準拠して、データの抽出を行った。

また、今回の調査で得たデータでは分析及び解釈は不十分であると考えられるため、データの

提示に主眼をおいた。なお、整理ではパ ソナルコンビュ タやスキャナ ・デジタイザ等

の情報処理機器をできるだけ利用し、データや図面をデジタノレ化し、後での利用がしやすいよ

q
u
 



うにした。

( 2 )遺構の記載方法

今回、発掘調査した遺跡では、遺構として住居祉、土坑、溝、古墳あるいは方形周溝墓等が

存在している。これらの遺構の記載方法は第 2表のとおりである。

遺構の種類 掲載図面等 時期決定の基準 備 考

住居士止 平面図 竃出土土器 住居士止に重複がある場合には

遺物分布図(デジタル方式)床直遺物 、土層の堆積状態から新旧の

土層断面図 最下層遺物 把握に努めた。

土層観察表 主柱穴は調査時に配列を検討

遺構断面図 して確定に努めたが、はっき

竃断面図 りしない場合には遺物整理の

住居土止観察表 段階で柱穴の深さや位置を検

討して確かめた。

士坑 平面図 平面形態で、円形・楕円形・

遺構断面図 長方形・不定形に区分し、ま

土層断面図 た、断面形態で、皿状・碗状

土層観察表 -袋状に分けた。

土坑観察表

1義 平面図

土層断面図

土層観察表

古墳あるいは平面図

方形周溝墓 墳丘断面図

周堀土層断面図

周堀土層観察表

遺物分布図

第 2表 遺構の記載方法

( 3 )遺物の記載方法

今回の発掘調査した遺跡では、遺物としては石器、縄文土器、弥生士器、土師器、須恵器が

出土した。これらの遺物の記載方法は第 3表のとおりである。
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費物の種類 分類方法 図示した遺物 i蔚 考

石器 『大下原遺跡・吉田原遺跡』 狭義の石器に属するも 石器製作段階の情報とl

の分類基準に基づいて、住居 のを中心に図示した。 使用段階の情報を合わ

士止毎の系列組成・器種組成・ せて示した。

重量組成・石材組成を示すに 石器には石材の略称を

とどめた。 付した。

出土位置・出土層位を

付した。

縄文土器 r (4) 縄文土器」の分類に各層毎に口縁部・底部 出土位置・出土層位を

-記載されている分類基準に基の残存するもの、時期 付した。

づく。 的特徴を有するものを 掲載資料については、

選択した。 遺物観察表をつけた。

尊式土器 飯島・若狭編年(飯島克巳・

若狭徹、 1988年)に従う。

古師器墳時代の土 中沢編年(中沢悟、 1996・19

-須恵器 97年)及び坂口編年(坂口

1986年)に従う。

持良平安時代坂口・二浦編年(坂口一・二

の士師器・須浦京子、 1986年)に従う。

言'じ1言J、τ早コ早ロ』

第 3表 遺物の記載方法

(深町真)

(4 )縄文土器の分類

今回発掘調査した日向後原遺跡・野毛良遺跡、山峰遺跡、山峰遺跡北調査区出士縄文土器を

以下のように細i5iJ分類した。

第 1群士器.前期中葉の繊維を含む群を 括した(有尾式土器)。

第 2群 1類土器:前期後葉の諾磯 b式土器を一括した。

2類土器:前期後葉の諸磯 c式土器を一括した。

第 3群土器.中期前葉に相当する 群を 括した(玉領ケ台式土器)。

第 4群 1類土器-中期中葉の阿玉台式土器を 括した。

2類土器:中期中葉の勝坂式土器を一括した。

第 5群 1類土器:中期後葉の加曽末!JE3式土器を一括した。

2類土器.中期後葉の加曽手!JE4式士器を一括した。

第 6群土器.後期前葉に相当する J 群を 括した(称名寺式士器)。

「
U 

(中津信忠)



( 5 )石器の分類

石器の分類については第 4 表のような『大下原遺跡・吉田原遺跡~ (1993年)の分類に従っ

た。

石器種対IJ若寺格Z |技術的特徴 石材種目IJ 石材名 石材の特徴

A類 石鍛 押圧剥離を多用 I類 黒曜石 硬質で粘度が少ない。

石錘 チャート 事l片剥離に最も適し、

スクレイパ-A類 硬貨頁岩 鋭利。

リタッチドブレイク A類 黒色安山岩

模形石器 めのう

石匙A類

B類 打製石斧 直接打撃を多用 E類 頁岩 多少軟質でやや粘度泊、

スクレイパー B類 輝緑凝灰岩 ある。

リタッチドブレイク B類 剥離に適するが、鋭手|

石匙 B類 は劣る。

Cl類 磨石 使用痕跡により石 IIIa類 安山岩 軟質で粘度がある。

凹石 器と認識される。 剥離に不適で剥離面ij

石皿 粗面。

C2類 蔽石 耐火性に富む 3

台石

IIIb類 (牛伏)砂岩 軟質で粘度が少ない。

剥離に不適でボロボロ

砥石 と崩れる。

D類 石棒 直接打撃・蔽打・ N類 結晶片岩 節理が発達している 3

多孔石 研磨を複合的に用

棒状磯 し、る。

丸石

E類 磨製石斧 V類 緑色岩類 重量があり比較的軟質

で粘度がある 3

剥離にあまり適さず、

剥離面は粗面。

F類 石製品 V1類 その他 多種多様な希少石材。

垂飾

第 4表 石器の分類(~大下原遺跡・吉田原遺跡、』から)
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皿 遺跡の地理的・歴史的環境

1 地理的環境

安中市(以下市と略す)は、群馬県西部に位置し、関東と長野県を結ぶ交通の要路にあたる。

市には古代には東山道が通り、野後駅が置かれた。近世には中山道が通り、安中宿・板鼻宿の

2つの宿場が設置され、多くの文物や諸国の人々が往来した。

地形的に見ると、上信国境の碓氷峠付近に源を発する碓氷川が市のほぼ中央を横断していて、

その両岸に河岸j段Eを発達させている。碓氷川右岸の中野谷から天神川左岸までがと位段Eに

位置する。碓氷川左岸の安中・原市は中位段丘、碓氷川右岸の磯部は下位段丘に位置する。ま

た、市の東南の岩野谷から上間仁田まで延びる岩野谷丘陵は、天神川によって、碓氷川上位段

丘と区切られている。岩野谷正陵の最高峰である崇台山は安山岩が削り残された残Eであり、

崇台山の他にも天王山などの残丘がある。碓氷川!と位段Eは猫沢川及びその支流や天神川の支

流により浸食されていて、浸食谷が形成されている。碓氷川と位段丘の中野谷・鷺宮と下問仁

田・大竹の聞は猫沢川の浸食谷で分断されている。猫沢川は池田で、天神川は中宿で、碓氷)[1 

下位段丘を流れる柳瀬川に合流し、柳瀬川は国道 18号の鷹巣橋西詰付近で碓氷川と合流して

いる。

今回調査した日向後原遺跡、野毛良遺跡、山峰遺跡の所在する場所は、碓氷川上位段E南端

に東西に細長く続く E陵状地形に位置する。この南側には天神川が南西方向から北東方向に流

れ、約30mの段E崖を形成している。さらに、この丘陵状地形の北側には天神川の支流である

丸子沢が同じく南西方向から北東方向に流れ、碓氷川上位段丘を浸食して浸食谷を形成し、山

峰遺跡の少し下流で天神川に合流している。天神川はその両側に谷底平野を形成している。

(深町真)

2 歴史的環境

日向後原遺跡・野毛良遺跡・山峰遺跡の周辺の遺跡を概観する。

t聞仁田の道前久保遺跡は、縄文時代前期前半~後期前半の拠点集落遺跡である。今のとこ

ろ猫沢川東方の碓氷)[1[二位段丘では縄文時代の拠点集落は道前久保遺跡しか確認されていない。

猫沢川西方の碓氷川上位段Eには縄文時代前期の大規模拠点集落遺跡である中野谷松原遺跡や

大下原遺跡、縄文時代中期の大規模拠点集落遺跡である砂押遺跡が調査されている。また、中

野谷松原遺跡の西方には縄文時代後期の配石墓や縄文時代晩期の環状ヂ1j石が検出された天神原

遺跡が存在する。

弥坐時代の集落遺跡としては、猫沢川上流右岸にある注連引原遺跡・同 E遺跡が調査されて
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いる。注連号l原遺跡・同 E遺跡は縄文時代晩期から弥生時代中期の集落遺跡である。注連引原

E遺跡の西に位置する大下原遺跡にも弥生時代後期の集落が存在する。猫沢川西方の碓氷川上

位段圧に位置する荒神平・吹上遺跡では弥生時代後期の大規模集落遺跡が調査されている。ま

た、下問仁田の三本松古墳東方の安中三本木遺跡は弥生時代中期の再葬墓だと考えられる。

猫沢川東方の碓氷山|上位段丘に位置する大竹の諏訪ノ木遺跡は、古墳時代の樽式土器と赤井

戸・吉ヶ谷系と古式土師器(石田)[1式)の共伴が認められ、集落は 6 ・7世紀まで継続してい

る借り。下問仁田の蔵畑遺跡では古墳時代中期の豪族の居宅の堀が確認されているが、古墳

時代以降の諏訪ノ木遺跡と蔵畑遺跡はセットで大規模な集落遺跡を構成している(註2)。上聞

仁田にある岩野谷E陵の残丘上にはこの蔵畑遺跡の豪族居宅跡と同時期の経塚古墳が築造され

ている(註3)。墳形ははっきりしないが、竪穴式石室からは滑石製模造品が出土した。また、

山峰遺跡から丸子沢を隔てた北方には古墳時代後期の三木松古墳が造られている。

猫沢川東方の奈良平安時代集落としては、上間仁田の道前久保遺跡や下関仁田の蔵畑E遺跡

がある。特に蔵畑E遺跡では 9世紀後半の集落から「久万J r得」と書かれた墨書土器や、石

帯、瓦が出土したことから、公的色彩のある集落であると考えられる(註4)。猫沢川西方では

鷺宮の上ノ久保遺跡や荒神平・吹上遺跡で奈良平安時代の集落遺跡が確認されている。また、

中野谷の下塚田遺跡・中原遺跡・細田遺跡等から「牧」の放牧施設と推定される大規模な溝に

よる区画が確認されている。

また、鷺宮字下平にある、市指定重要文化財「聖観音碑J (オヒ、、ンスツレ様)は鎌倉時代後期

の安山岩製の板碑であるが、ことに湧水点があり、猫沢川東方では、これを取り囲むように遺

跡が存在していることがわかる(註5)。

ことで注意しなければならないのは、歴史時代の大地震による亀裂が猫沢川東方の遺跡(道

前久保遺跡、蔵畑遺跡、蔵畑E遺跡、諏訪ノ木遺跡、山峰遺跡北調査区)で確認されているこ

とであるほ6)。しかし、その時期についてはまだよくわかっていない。

(深町真)

註l~註6 これらについては大工原豊氏のご教示による J
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第 1図 日向後原遺跡・野毛良遺跡・山峰遺跡と周辺遺跡
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番号 遺 跡 名目 縄 文 弥 生 古 墳 奈良 平安 中世 近世
草早前中後晩 中後 前中後終

上 久
保林 * 0 * 。 。 。 。 。 ム

2 i装 。 。

3 五 。 。

4 
?克仲半・ 吹原上保段

* 0 ム 。 o 0 @ @ 。 。

5 道前久 。。 。 。 。

⑤ 日向後 。 。

① 里子 毛 キ 。 。 。 。

B 蔵 t田 E 。

9 蔵

畑ス峰i 音ド

。 。

10 諏 言五 ム 。 。 。 。。山 。本 。 。

12 経 塚 古 。

13 堀 ケ 谷 戸 。 。 。 。

14 西
殿塚 * 。 。 。

15 平 * 。 * 。

16 本 木 皿 。 。

17 本 木 E 。ム 。

18 落 ぷ口〉、 E * ヰ ム 〉ド

19 落 之ロとh ネ 持〈 ネ * ヰ〈 ムム* * 
20 落 合 原下 。

21 北東・堤 。ム 。。 。

22 下 塚 田 。ム 。 。 。

23 北 下
原原戸

。 ワ 。

24 中 ム。* キ 。 ワ 。 。

25 ii'i 乙 井 谷 O ム

26 東

畑D東早

。。

27 下 宿 え〈 。。 。 ワ。 ワ 。

28 注 i車 ヲ! 。 。

29 注 i車引原 E* ムヰム 。 。

30 大 下

b鳩Jjj3 伊

。ム 。 。

31 τ口七 田 f」-ノ、
32 下 * 
33 品目 田 。。 000 ワ 。

34 手口 久 回 ムヰ 。 ワ 。

35 
東 向 貯原原

キ ネ ワ ワ

36 天 神 o 0 @ @ 。 。

37 中里子谷松 * 本 。。。 。 ワ ワ

38 田中国・久保田 。 。

39 5取 百方 iZI 。

40 

西宴 内新田市保墳水井畑

ムム o @ @ 。 。

41 松井田工業 * 。 o 0 @ @ 。 。

42 。

43 瀬二子塚 本 * 0 * 。 ム

44 清 。本 。 。 。

45 
杉 名 薬 墳拝師

。 。 。 。

46 後砂 閑 3 号 。

47 。 。

48 本 松 ヰ

49 尾 崎 皇官 土JJ: 。

。 住居 5軒以 上 ・ 古 墳 ・ 記 念 物 O 住居 5軒以下・大溝・水田・畑など

ム 遺構有り(土坑・溝など) *遺物のみ
第 5表周辺遺跡覧表

lO← 





3 層序

本遺跡での基本属序は第 3図のとおりである。この地域における示準テフラは、天明 3年

(1783年)に降下した 1b層(浅間A軽石、 (As-A) )、天仁元年 (1108年)に降下した

IIb層(浅間B軽石、 (As-B) )、約13，000年前に降下したVI層(浅間板鼻黄色軽石、

(As-YP)) であるが、今回調査した遺跡では 1b層やIIb層が純層で堆積している場所

は少なかった。日向後原遺跡では 1a層直下が遺構確認面となった。また、野毛良遺跡ではE

層直下が遺構確認面となった。山峰遺跡では 1a層直下が遺構確認面となった。山峰遺跡北調

査区ではE層直下が遺構確認面となった。

(深町真)

層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考

As-A As-B As-YP 

I a層 黒褐色土層 ム ム 。
I b層 灰白色軽石層 1 aく 1b × × 。 As-A純層

II a層 黒色土層 1 b > II a ム ム 。
IIb層 灰褐色軽石層 IIa<IIb × × 。 As-B純層

回層 黒褐色土層 IIb>III ム 。
W層 暗褐色土層 皿<N 。。
V層 黄褐色粘質土居N<V 。。 ※ 

VI層 黄色軽石層 V<VI × × 。As-YP 純層

VII層 明褐色粘質土屠VI<VII 。。
第6表基本層序土層説明

日1 町 日
日向後原遺跡 野毛良遺跡 山峰遺跡

VlI 

山蜂遺跡北調査区

第 3図基本層序図
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N 日向後原遺跡

( 1 )遺跡の概要

日向後原遺跡からは、縄文時代の土坑 3基、古墳時代前期の古墳 1基、平安時代の住居士止 1

軒、時期不明の溝 1条と土坑 1基、ピット群を検出した。(第 4図)

/ 
+ 

。。
@ 
@ 

。
@ 。

@ 。
D-4 。

。 8m 

第4図 日向後原遺跡全体図

13 



( 2 )縄文時代の遺構・遺物

a 遺構(第 7図、第25図)

縄文時代の土坑を 2基検出した。 D-2号士坑、及びD - 4号十一坑である。 D-2号土坑か

らは第 5群 2類土器(加曽手UE4式士器)が出土した。 D - 4号土坑から第 5群 1類土器(加

曽手UE3式士器)と石皿が出土した。 D-4号士坑は平面円形で深さO.2mの浅い掘り込みであ

る。 D -2号七坑はM-l号潜によって南側半分を壊されているが、元々は平面円形の深さO.

35mの土坑であると思われる。

(深町真)

b 遺物

土器

総体的にみると、日向後原遺跡から出十(した縄文土器は少量であるが、中期後半(第 5群)

を主体としている。

M-2号溝出土の土器(第 5図上 2) 

1は第 3群土器で、地文に原体RLの単節斜縄文を施文後、横位の結節縄文が施文される、

胎士に多量の石英を含む玉領ケ台式併行の資料である。 2は、小波状の棒状土具による沈線を

持ち、胎土に多量の雲母を含む第 4群 I類土器の阿玉台式土器である。

D-2号土坑出土の土器(第 5図:3) 

3は断面三角の隆帯に原体RLの単節斜縄文を施文した第 5群 2類土器の加曽手UE4式土器

である。

D-4号土坑出土の土器(第 5図4) 

4は、原体Lの無節斜縄文を施文し、磨り消しを行う第 5群 1類士器の加曽手UE 3式土器で

ある。

(中j翠{言忠)

石器

[石器組成]

全部で14点検出されている。本遺跡で検出された石器は、 D-4号土坑において石皿の破片

が出土した以外、遺構に伴わないものである。また、出土した士器も少量でRあるため、出十+し

た石器の帰属時期は不明である。ここでは検出された石器を 括して報告することにする。

石器の内訳はスクレイパ~A類 1 点、最IJ 片 A類 3 点、打製石斧 2 点、スクレイパ~B類 1 点、

剥片B類 3点、凹石 1点、石肌 3点である。このうち主要器種の 4点を図示した。

[石器各説] (第 5図)

A

バコ



A類石器

図示していないが押圧剥離が施された刃部破片 1点が検出されている。[スクレイパ-A類]

黒色安山岩製である。

B類石器

4は刃部が欠損して2点とも欠損している。2点検出されている。(第 5図 5) [打製石斧]

中央部に産耗痕が観察されるため E形態(平面形短冊形~接形・断面形 レンズ状・

と考えられる。

いる。

両刃)

5はE形態(直接打撃による調1点検出されている。(第 5図6) [スクレイパ一日類]

整)に分類される。頁岩製である。

Cl類石器

6はillb形態(棒状掴凹→磨)に分類される。1点検出されている。(第 5図7)

結品片岩製である。

[凹右]

7はJIa形態(楕円形3点とも欠損している。3点検出されている。(第 5図 8) [石皿]

-作業面は凹面)に分類される。他 2点は作業面が凹面と作業面が平坦なものの破片である。

全て安山岩製である。

(井土慎也)

dq 

H
H
H
H
U川

D-4号土坑U 
D-2号土坑 3

0 20cm 

/ 

~ヒコH-l号住14区2層 An 

(8) 

¥、

く二ヨ

Sh 

GULP 
8 

7 
M-2号溝6区

S c 
20 cm 。

日向後原遺跡出土の縄文土器・石器
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( 3 )古墳時代の遺構・遺物

a 遺構

K-1号墳・ M-2号溝(第 7図・第 8図)

K-l号墳は調査区の北西隅から検出された。全体を調査できなかったが、古墳 (K-1号

墳)の一部と推定される。 M - 2号溝はこのK-l号墳の周堀の一部であり、上幅は 4mを計

り、その断面を見ると、レ形を折り返したような形を呈していて、西側はK-l号周溝墓の墳

丘から比較的なだらかに傾斜し、東仮Ijは急傾斜している。また、平面形はL形を折り返したよ

うな形をしていて、直線部は約 9m、屈曲部は約 2mを計る。 K-l号墳は、 M-2号溝 3区

から出士した土甘から古墳時代前期 (4世紀後半)の築造と推定される。

b. 遺物(第 6図)

第 6図 1はM- 2号溝 3区から出土した埼の底部で、丸底の底部に凹みを持ち、古式土師器

の特徴を有する。同 2はD-2号土坑から出土した窒で、底部が上げ底気味になっている。外

面を箆磨きしている。

(深町真)

¥ 

¥可手足プジ
M-2号i茸3区 l D-2号土坑 2 

。 20 crn 

第 6図 M-2号溝、 D-2号土坑出土の土師器
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M-l号溝 .M-2号潜

K' 

K-l号墳

D-2 

/ 
出.~
・

員

.H 

H-l号住
1 .き竺;?~J

'H 

、、 4ill 

第 7図 M-l号溝、 M - 2号溝、 D-2号士坑、 D-3号士坑実測図
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M~2号溝セクション D~3号土坑セクション

、守系三ヨ「
E. 227.20m • F 

ミヨ
K.坦7.1佃 K~l 号墳断面図 • L 

恥4・227.101[ • N 

0・227.10m • p 

。
G-25A、M-1
遺構名 屑番層名 色調 しまり粘性混入物

RP RB YP 
M-1 Kt 褐色土層lOYR 11 0 11 斑 ※ 

B 暗褐色土層lOYR ①>② 11 0 ※ ※ ※ 

G~25A 、 M-2

追構名 陪番層名 色調 しまり粘性混入物

1RP  RB YP 
M-2 11 暗褐色土層lOYR 11 0 x x ※ 

(C-D) 12 黒色土層 1 >2 11 0 x x ※ 

3 黒褐色土層 2<3 ※ O ※ ※ A 

G-25A、M-1・D-2
遺構名 陪番層名 色調 しまり粘性混入物

I RP RB YP 
M-1 ~ 暗褐色土層 11 0 ※ ※ 
己三吉 区一東福伝三正扇「ー 一一 一一一 一一 一一瓦一一 σ一系一--~長一 iJ.--

2 明黄褐色土層 lく 2 @ 0 ※ ※ 

G-25A、 D~3

遺構名 問番層名 色調 しまり粘性混入物
lRP  RB YP 

D-3 I 1褐色土層lOYR 0 @ @ @ 11 
2時褐色土層 lく 2 0 0 11 11 0 

第 8図 M - 2号溝、 D-3号士坑セクシヨン図、 K-l号墳断面図

18-
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(4 )平安時代の遺構・遺物

a 遺構

H-1号住居祉(第10図)

平面形は東西に長い長方形であると推定され、周溝を持たない。 住居内にあるピットはいず

れも20cmより浅く、また配列もしていない。床には貼床が見られた。

遺物出土状態 遺物の出士状況にはある程度偏りが認められる。重量的には4区、 9区、 15区

に集中している。

時期

9世紀第 4四半ア

第 7表 日向後原遺跡平安時代住居壮観察表

b. 遺物(第 9図)

土師器の蚤や須恵器の高台付加や坪が出士している。須恵器の高台付皿(6 )は肩平な体部

に聞いた高台を有する。高台は張り付けられたもので、底部には回転箆削りを施している。ま

た、土師器の斐(1、 2)は短く外反する口縁を持ち、胴部 H立に横方向の箆削りを施してい

る。こうした特徴から坂口・三浦編年のIX段階(9世紀第 3四半期)に比定できる。この他に

日-1号住 1トレンチから釘 1点が出土している(7) 0 (深町 真)

)~~lE --く 7司二ベ
H-)号住 1区2層 日 l号住11区2層 2 

三〈
日-)号住14区 2層 3 

下ご

¥」ゴご己グタ~日三ダ/てζ主言ヲア ⑤ 7 

H-)号{主 3区貼床 4 H-)号{主 7区 1層 5 H-)号住8区床直 6
H-)号住 1トレンチ
o 5 cm 

。 20 cm 
( 7) 

第 9図 日 1号住居社出十:の土師器・須恵器・釘
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同
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口

.
'
国
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。
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日-1号住

A' 

。

4ill 。A二議ヵ J幽 ;iB

しまり粘性混入物
RP RB YP 
5一ーヲぷで采一
※Il  Il 
Il Il 0 
※※※  
Il Il※ 

0
0
0
0
0
 

Aパ
岨

A川
M

A
パ

M

A川
M
A
A

色調

1 >2 
2<3 
2<4 
4<5 

G-25A、H-l号住

遺構名 隔番層名

時掲盃}:層lOYR
黒褐色土層lOYR
褐色土層lOYR
黒褐色土層lOYR
暗褐色土層lOYR

-・・・oox

•• 
口口口
・・口口

1区トレンチ

2区貼床

3区貼床

カクラン

土器分布

lOg lOOg 

• • 
• • 
o 0 

口口

x X 

土問器翌系

土師器杯系

須恵器翠系

須恵器杯系

釘

2層

/ 

l層

H-l号住居士11-:実測図

20 
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( 5 )時期不明の遺構

M-1号溝(第 7図)

上幅 3m、深さO.4mの溝で、北西方向から南東方向に走る。地震による亀裂である左推定さ

れる。 D-2号土坑を壊して形成されている。

D-1号土坑(第25図)

遺物が全く出土せず、時期や用途は不明である。

D-3号土坑(第 7図、第 8図)

遺物が全く出土せず、時期や用途は不明である。 K-l号墳及びM-2号溝を壊して造られ

ている。

ピット群 (第4図)

遺跡全体から平面形や大きさ、深さが異なるピット群を検出したが、遺物が出土せず、時期や

用途が不明である。

(深町真)

土坑 規模(上端) 規模(下端) 深さ (m) 形 態 時期 土器 石器 穣

番母 長径 λ<=立1~ 長径 短径 平面 断面 石器(狭義)剥片・石核

D-l 1. 00 O. 92 0.80 0.80 0，10 円形 皿状

D-2 2， 18 1. 80 0，35 円形つ 血状 加曽利E4式

D-3 1. 12 0，90 0，20 円形ワ 椀状

D-4 0，98 0，98 0，68 0，62 0，20 円形 皿状 加曽手I]E3式 石血

第 8表 日向後原遺跡出土土坑観察表
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V 野毛良遺跡

( 1 )遺跡の概要

野毛良遺跡からは縄文時代の遺物と古墳時代の住居牡 8軒を検出した。(第11図)

。 3m 

第11図 野毛良遺跡全体図

-22 



( 2 )縄文時代の遺物

土器

総体的に縄文土器は古墳時代の住居の覆士から出土しているが、日向後原遺跡と同様に中期

後半(第 5群土器)を主体としている。

調査区出土の縄文土器(第12図 1~ 4) 

1、2は隆帯および沈線で区画がなされ、原体RLの単節斜縄文が施文される口縁部で、い

ずれも第 5群 1類土器の加曽手!JE3式土器である。 3は口唇部が無文帯で小波状の器形を呈し、

地文に原体Rの無節斜縄文を施文する第 5群 2類土器の加曽手!JE4式土器の口縁部である。 4

は地文に原体LRの単節斜縄文を施文したのち、磨消縄文で渦巻文が施される第 6群土器の称

名寺 1式土器である。

C1 
』二三三三ニベ

ピご〉

仁〉 口8

南東サブトレンチ Sh 6 Sh 5 

6号{主 8区 1層
H A n H-2号住 3区1層 An

H-2号{主 8区2層 2

日 2号住覆土 H-7号住 1区1層

。

(中j翠信忠)

H-4号住 2区2層

20 cm 

第12図 野毛良遺跡出土の縄文士器・石器
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石器

[石器組成]

全部で16点(搬入機 3点を含む)が検出されている。本遺跡で検出された石器は遺構には伴

うものではない。日向後原遺跡と同様、他時期の石器が混在している可能性があり、個々の石

器の帰属時期は不明である。石器の内訳は剥片A類 2点、打製石斧 4点、剥片B類 5点、磨石

1点、凹石 1点である。そのうち主要器種の 4点を図示した。

[石器各説] (第12図)

B類石器

[打製石斧] (第12図5・6) 4点検出されている。 1形態(平面形:接形・断面形:蒲鉾

形・片刃) 1点(5 )、 E形態の刃部破片 2点(6 )、 E形態の刃部~胴部破片 1点である。

全て頁岩製である。

Cl類石器

[磨右] (第12図7) 1点検出されている。 7は I形態(円形)に分類される。安山岩製で

ある。

[凹石] (第12図 8) 1点検出されている。 8はillb形態に分類されるが欠損している。端

部に敵打痕が観察される。安山岩製である。

[搬入醸] 無加工の蝶 3点が検出されている。全て結晶片岩である。

(井上慎出)
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( 3 )古墳時代の遺構・遺物

a. 遺構

野毛良遺跡からは 4世紀から 7世紀までの住居士止が 7軒検出された。その重複関係は以下の

とおりである。

H-8号住→日 2号住

日-3号住→H-4号住、 H-4号住→H-5号住

H-7A号 住→日 7B号住

H-2号住居祉(第13図)

平面形は正方形である。床面から 4本の主柱穴を検出した。竃は東竃で、住居の東壁の中央

より南寄りにつけられている。竃の構築にはロームや黒土を用い、石材を用いていない。貼床

下部に 2基の床下土坑を確認した。

遺物出土状態 完形品は出土せず、遺棄された状況とは異なる。復元可能な個体の分布をみる

と、南壁寄り(14区、 16区)で出土している。重量的には住居全体で均等に遺物が出土してお

り、この住居が廃棄されたときに士器も廃棄されたと考えられる。編み物石が 2点単独で出土

している(1区、 8区) 0 (第14図)

H-3号住居祉(第15図)

H-4号住居士止によって壊されているが、 部しか調査できず詳細は不明である。遺物も出

土しなかった。

H-4号住居士止(第15図)

西側はH-5号住居祉によって壊されているものと推定される。竃は東竃である。竃の構築

材にはロームと黒土を用いているが、一部、石材を構築材に使用している。床下土坑 1基を確

認した。また、 P-lは主柱穴であると推定される。床には貼床が見られた。

遺物出土状態 完形品は出土せず、遺棄された状況とは異なる。復元可能な個体の分布をみる

と、竃付近で出土している。(第16図)

H-5号住居士止(第四図)

東竃で、調査区の西壁から竃の端を確認した。遺物は出土しなかったo

H-6号住居祉(第17図)

竃は東竃で、東壁の中央から北寄りにつけられている。竃の構築材はロームと黒土であり、

石材をもちいていない。 住居の北西で床下士坑を 1基検出したが、 部しか調査できなかった

ので平面形は不明である。

遺物出土状態 完形品は出士せず、遺棄された状況とは異なる。復元可能な個体の分布をみる

民
υ
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と、竃より南側で出土している。重量的には住居の東側から出土している。(第17図)

H-7号住居士止(第四図)

2軒の住居が重複している。外側にある Aの方が古く、内側にある Bの方が新しい。 D-2

は床下士坑であるが、 Bに属する。 D-3号士坑はこの住居に伴わないものと考えられる。

遺物出土状態 完形品は出土せず、遺棄された状況とは異なる。復元可能な個体の分布をみる

と、北西端と東端で出土している。重量的には全体に均等に出土している。(第18図)

H-8号住居士止(第13図)

H-2号住居祉によって壊されているが、 部しか調査できず詳細は不明である。

注入平面究 規模 (m)床面壁溝主軸方向 貯蔵')¥土坑 柱穴 竃 時期
ーーーーーーーーーーーーーーーー

長剥短軸~i.奈さ (床下) 方向:主軸方法 l構造

11-2号住 正方売 4. 8 4. 。 N-321.0. E 。 東 N-65.0 -E 粘土・黒土 7世紀第ユ四半期

11-3号住 。
11-4号住 2.8 1 O. 貼床 N-318.0"-E 。 3東 粘土・黒土..:07世紀第 1四半期

11-5号住 東 粘土・黒土

11-6号住 。 N-332. O.-E f ¥}ノ 21J在 N-58. O' -E 粘土・黒土 6世紀第 1四半期

11 7A号{、 3. O. N 312.0“ E 。 l 4世紀後半ワ

11 78号「 O. N-313.0 -E 。 7世紀第 3四半期

11 8号住 O. 4世紀後半つ

第9表 聖子毛良遺跡古墳時代住居壮観察表

b 遺物(第19図~第20図)

H-2号住居壮 士師器の鉢、杯、高杯、須恵器の杯が出土している。土師器の杯(第四図

1、 2)は底部に箆削りを施し、体部に稜線を持つ形態で、口縁部は外反する。 7世紀第 1

四半期に比定できる。

H-4号住居壮 士師器の杯、窪、高杯、須恵器の護、坪が出土している。土師器の坪(第19

図13) は内面に暗文状箆磨きを施す。土師器の高坪(第19図14) は坪部を欠くが、脚部は

長脚で、裾の開きは弱い。 7世紀第 1四半期に比定できる。

H-6号住居士止 土師器の三塁、均二が出土している。警は胴部に横位の箆削りを施し、口縁部に

はナデを施している(第20図4)。また、町は体部に稜線をもち、口縁部がタト反する形態で

ある(第20図1、 2) 0 6世紀第 1四半期に比定できる。

H-7A号住居I止 破片であるが、 6区 1層から台付蚕が出士している(第20図13、14) 。

古式土師器と推定される。

H-7B号住居壮 一上師器の窪、小型章、杯、高杯、須恵器の蓋、高杯、釘 1点が出土してい

ρ
h
u
 

つム



る。土師器の小型墾はコの字に開く口縁を持ち、胴部外面を斜位のケズリを行っている(第

20図 9)。また、杯は体部に稜線を持ち、口縁部がタト反するもの(第20図5、 6、 8) や口

縁部が直立するもの(第20図 7) である。 7世紀第 3四半期に比定できる。

調査区出土遺物 試掘調査時の 2トレンチから台付警が出土している(第19図12)。住居牡

の位置関係から考えると、日 8号住居士止に属すると考えられる。古式土師器の様相を呈す

る。また、 H-4号住の北西からも古式土師器の台付書が出土しているが、住居士止は確認で

きなかった(第19図16、17)。

(深町真)
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しまり粘性混入物

RP RB YP 
※ ※※  

※I !.  0 
I!. 0 0 
※ ※※  

0 00  
@ I!.※ 

※ ※※  

色調

1く 2

1> 3 
1く 4

2く 5

4 < 6 
4く 7

O
O
O
A
4
0
0
 

4
4
4
4
4
0
0
 

G-25B、 H-2号住

遺構名 随番層名

H-2号住11 黒褐色土層 10YR 
(A-B) 12 褐色土層 10YR 

3 褐色士層 10YR
4 黒褐色土層 10YR 
5 褐色土層 10YR 
6 褐色土層 10YR 
了 時褐色土層 10YR 

G -25B、 H-2号住寵

遺構名 陣番層名

煙道

しまり粘性混入物 備考

主E一一主主ヱ乙主主
※※ I!.  I!. 

※※※※  

※ ※※  

※※※  

※※※  

※※ 4 
※※※  

※※ 4 

※※※  

O ※※  

※※※  

※ 

※ 

色調

lく 2

2 ~ 2 
2く 3

3>4 
4 < 5 
5 < 6 
6く 7

7 < 8 
5く 2

9く 10

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

竃 11 褐色土層 7.5YR
(G -H) 12 暗褐色土層 7.5YR

2' 暗褐色土層 7.5YR
3 黒褐色士層 7.5YR
4 褐色土層 7.5YR 

5 明褐色土層 7.5YR

6 明褐色土層 7.5YR
) 7 明黄褐色土層 10YR 
18 褐色土層 10YR 

19 黄褐色土層 10YR 
110 褐色土層 lOYR 

G -25B、H-2号住 D-1
遺構名 隔番層名 しまり粘性混入物

主主一~旦ーエ旦一塁iじ物
※ ※※※  

※※※  

O ※ 0 
o @。
o 0 0 
※※※  

0
0
0
0
0
0
 

A川
U

A
パ
M

A
斗

A

A

A
パ
M

A
斗

色調

lく 2

2 < 3 

3 < 4 
4く 5

5く 6

しまり粘性混入物

RP RB YP 
※ o 0 
※ o 0 
0 ※ O 
※※ 0 
0 ※ O 

A

H

A
パ凶

A

a

A

U

A
仏

A川
M

A
パ
凶

A
斗

A
H
M
A仏

色調

1 < 2 
2 < 3 
3>4 
4 < 5 

D-1 11 黒色土層 10YR 
(K-L) 12 暗褐色土層 10YR 

3 時褐色土層 lOYR 
4 褐色土層 10YR 

5 褐色土層 10YR 
E 褐色土層 10YR 

G -25B、H-2号住 D-2
遺構名 層番層名

D-2 11 褐色土層 10YR 
仏1-N) 12 褐色土層 lOYR 

13 褐色土層 10YR r 褐色土層 10YR 
5 褐色土層 10YR 

G -25B、H← 8号住

遺構名 隔番層名 しまり粘性混入物

丞L一主主ヱE一盛主
※ 4 ※ O 
o 0 ※ 

色調

均

-

E

O

口

+

カマド北 ・
8区貼床 ・
15区不明 ー....••• 
11区不明 ・....
P-l ・
P-3 ・・
D-l ・・・・・・・
2区トレンチ 222曹・・
3区サプトレンチ ・・・・・・
7区サプトレンチ ・・・・・・・
6区カクラン ・・ 10g 

局辺 ・ 土師器聾系・

土師器部系・

須恵器費系 0 

須恵器杯系口

編み物石 + 

/ 

。。。。

•• • • •• •• •• 
・・巴

1 < 2 

暗褐色土層 10YR 
褐色土層 10YR 

H-8号f主)1
2 

2層カマド周辺 ・・・・・・
l層

H-2号住居士i上遺物分布図
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H-3・4・5号住

。E'

A ・219.30m 

4皿。
• F E ・219.70m

E占床

床下

しまり粘性混入物 備考
R P RB YP焼土

※※ A 
※※※  

※※ O 
※※ 0 
0 ※ A 
O ※@  
※ O ※ 

※※※  

※ 

色調

lく 2
2く 3
3>4 
4く 5
5>6 
6<7 
7く8

0
0
0
0
0
0
0
0
 

A
パ

M

Aパ
M

A
パ

M
A
A
M
A
N
H
A川
H
A
H
M
A品

G-25B、H-4号{住
遺構名 惜番層名

褐色土層lOYR
黒褐色土層lOYR
褐色土層lOYR
褐色土層lOYR
黄褐色土層lOYR
褐色土層lOYR
褐色土層lOYR
明褐色土層7.5YR  

H-4号住11
(A-B) 12 

3 
4 
5 
6 
7 
8 竃袖

※ 

ム

しまり粘性混入物

R P RB YP焼土

※※楽
楽ム

※ O 
ム O

A
川

M

A凡
M
A
A
A
H
M

0
0
0
0
 

色調

1<2 
2>3 
3>5 

G-25B、H-4号住
遺構名 陪番層名

黒褐色土層lOYR
暗褐色土層lOYR
暗褐色土層lOYR
黒褐色土層lOYR 習量

H-3~日 5号住居士l上実測図
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鮎床

D-1 

D-1 

しまり粘性混入物 備考
RP RB YP 先立土

O 桜※ム
0 接※躍

。※選 0
0 ※斑 0
o 0 蝿ム
o 0 来。
O ※ O ※ 

O ※※斑

O ※※出

O 揺※躍

。※※※

O ※謀※

O ※ 謀揺

O 出※盟
O ※※謀

O ※※ 0 
0 ※※京

O ※ 楽器

x @ 

難

※

※

諜

※

※

色調

lく 2

2>3 
3>4 
4<5 
5>6 
6く 7
7く 8
Bく 9
9<10 
1D~11 

11く 12

※ 
※ 

4
4
4
A
4
4
4
A
4
4
4
4
O
A
A
A
A
ム
×

13<14 
14~① 

①く②

②く 1
1く 2
U<15 

G-25B、H-4号住南壁

遺構名 周番層名

H-4号制1 褐色土層lDYR
(E-F汁2 黒褐色土層10YR

E 黒褐色土層10YR
4 褐色土層10YR
5 賞褐色土層10YR
6 褐色土層lDYR
7 褐色土層10YR
8 明褐色土層7.5YR
9 暗褐色土層lOYR
O 暗褐色土層10YR
l 踏褐色土層lOYR
Z 暗褐色土層10YR
3 褐色土層10YR
μ 黒褐色土層10YR
:p黒褐色土層lOYR
~褐色土層lDYR

援土P-1011 褐色土層10YR
覆土P-lD12 暗褐色土層10YR

5 明褐色土層10YR

しまり粘性混入物
RP  RB YP盤主_lI5化物
謀※揮 o 0 
※※出 O
捺諜※ O
※諜※ O
謀 ※謀揮

東揮東※

※※※※  

※※※※  
※ ※ 東 員長

※※謀。

※※斑

色調

1く 2
2< 3 
3く 4
4く 5
1< 6 
6く 7
6<8 
8く 9
1く10
5>11 

※ 

。

0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
 

0
0
0
0
O
A
A
A
A
A
O
 

G-25B、H-5号住

遺構名 陶番層名

H-5号1出1 明褐色土層7.5YR
(G-H汁2 褐色土層lDYR

3 褐色土層7.5YR
4 褐色土層lOYR
5 褐色土層10YR
B 褐色土層lDYR

7 褐色土層lDYR
B 褐色土層10YR
9 黄褐色土層10YR
~O 褐色土層10YR
江l 褐色土層lDYR

土器分布

10g 1田g

• • 
E 園

。。
口口

3層

土師器醤系

土師器部高

須恵器謹系

須恵器杯系

2層

H-3フクド ・・園田
H-3-5サブトレンチ・・・・・・...口
H-3-5フクド ・・・園口
H-5北西 ・00

l層

•••••••••• ..醐・・0000

南・-
P-l ・・・・

北西

日 3~日 -5 号住居壮遺物分布図
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/ 民

-

H-7A'B号住

民

-

日Q 

Os 

H-7A号住

• B 
同

• B [ b 
u 

A ・

A • 219.60m 

〆~
ーーー、 E

4ill 

1.ぺ71

G・218.80皿・ H

~ 

。

掘り方

色調

1< n 
n<lIl 

1Il>1 
1く 2
1Il<3 
3く4
2く 6
4く 7
4く 8
4~9 

1Il<1O 
8く11

D-2 
D-1 

2
1
1
2
 

一
一
一
一

D
P
P
D
 

しまり粘性混入物 備考
RP  RB YP土器

※ 

※
※
※
※

O
※

※

※

※

※

※

※

※

※

 

※

4

4

 
A
A
A
※

O
※

※

4
A
A
 

※

O

A
※

0
4
0
※
※
※
※

A
※

A
 

A
A
A
A
4
4
4
4
4
4
4
A
O
A
4
0
 

A
4
4
0
0
4
A
×
A
A
4
4
0
0
0
4
 

G-25B、H-7号住南壁
遺構名 隔番層名

H-7号{ill 褐色土層10YR
(A-B川1 暗褐色土層10YR

E 黒褐色士層lOYR
1 鰭褐色土層10YR
2 黒褐色土層10YR
3 黒褐色土j聾10YR
4 暗褐色土層lOYR
6 黒褐色土層10YR
7 暗褐色土層lOYR
8 暗褐色土層lOYR
9 賠褐色土層10YR
10 褐色土層10YR
匝1 褐色土層10YR
は2 黒褐色土層10YR
M 黒褐色土層10YR
4 褐色土層lOYR

10g 1∞g 

• • 
• • 
o 0 

口口

x X 

土師器裂系

土師器不系

須恵器費系

須恵器杯系

釘

fイ t I ¥¥/ 

12>13 
8く11

土器分布

• • 
・口・口・口・口・・×

4
 

D
 

00 

• 
北西

南西

••••• 
•• 

P-2 

D-3 

日 -7A.B号住居士It実測図
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VI 山峰遺跡

( 1 )遺跡の概要

山峰遺跡及び山峰遺跡北調査区からは縄文時代前期中葉の住居士止 1軒、縄文時代前期中葉~

中期中葉の士坑群及びピット群、弥生時代樽式 3期の住居祉 1軒、地震の亀裂と思われる溝 1

条と時期不明の士坑 1基を検出した。(第21図、第24図)

~ 

十

+ 

。 8m 

第21図 山峰遺跡全体図
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( 2 )縄文時代の遺構・遺物

a 遺構

J -1号住居1止(第22図)

平面形は長方形で、長辺 8m、短辺 6mで、ある。半分は既存の鉄塔のため壊されているが、

壁溝が全周していたと思われる。壁溝からは補助穴が検出された。 P-l・P-2は主柱穴に

なると推定される。炉祉は検出できなかった。(深町真)

遺物出土状態(第23図)

有尾式

第11表縄文時代住居壮観察表

主軸方向

この住居士止は半分しか調査できなかったが、各区からほぼ偏在なく遺物が出土している。ま

た、 1層、 2層でほぼ均等に出土している。

[土器]この住居士止からは、第 1群土器が主体的に出土した。なお、中央部では第 2群土器が

みられる。

[醗]全体に分布する。特に小磯が集中する場所も認められ、覆士中に集石が存在していた可

能性がある。被熱しているものが約80%である。拳大以上の大きさの撲は少ない。

[石器]覆土が比較的薄いとともあるが、下層から出土する石器が多い。比較的多くの石器が

全体に分布する。なお、 6区下層より大形石肌が王位で出士している。

(深町真・井上慎也)

北調査区検出の土坑群(第24図)

山峰遺跡北調査区から D-6 号士坑~D-15号士坑までの 10基の士坑と共に多数のピット群

が検出された。このうち、 D-11号土坑、 D-12号土坑、及びP-2、 P-3から前期中葉

(第 1群土器)が出土し、 P-5からは中期中葉(第4群 2類士器)が出土している。また、

D-7号土坑から打製石斧、 D-8号土坑からは剥片A類が出土した。さらに、 D-10号土坑、

D-13士坑、 D-14士坑、及びP-3、P-4_ P-7から繰が出土した。

また、調査区の北寄りで、ほぼ東西に走る地震による亀裂が検出された。最初は縄文時代の

住居士止 (J- 2号住)として調査を進めたが、士層の堆積状態や形態から地震による亀裂であ

るということが判明した。 D-12号士坑はこの地震によって壊されている。この地震は、 D

12号土坑から前期中葉の土器が出土しているので、これよりは新しいと思われる。

(深町真)
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G-25C、J-1号住

遺構名 隔番層名 しまり粘性混入物
RP RB YP 
※※※  

ム※※

O ム※
ム※※
ム※※

ムム※
※※※  

色調

0
0
0
0
0
0
0
 

O 
1 >2 0 
2<3 0 
4>2 0 
2く 5 @ 

2<6 0 
4>7>20 

黒福亙王肩10YR
暗褐色土層lOYR
黄澄色土層lOYR
褐色土層lOYR
暗褐色士層lOYR
暗褐色土層lOYR
暗褐色土層lOYR

1
2
3
4
5
6
7
 

住ロ考11-
yiu 

J -1号住居士!上実測図
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上層

石器分布

上層

-有尾

企黒浜

・前期中葉

口前期後半

×その他

o lQg 

o 1∞z 
o 1，0∞E 

16区壁溝・-

P-2 ・・・・・
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P-3 ・. P-8 ・・・
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-口
•• •• •• 

薗

E
口

。ゐ-P
 

8区サブトレンチ

12区壁溝 o 

14区壁溝 0 

16区壁溝二::-

M-3 ••• 

P-2 0 

P-3 00 

P-7・
表採 o 

o 1個・被熱穣

01叫酉・被熱諜

下層

P-l園口

P-2600 

P-36 

P-5・
P-6ム

P-70 
p-g 0 

P-lQ 6 

P-ll + 

類

類

類

類

類

類

類

類

1

2
類

類

類

類
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A

A

A

B

B

B

C

C

D

D

E

E

F

 

器

核

L

器

核

L

器

器

器

L
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区

区

区
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第23図 J -1号住居社遺物分布図
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G-25C北調査区、南北ベノレト

遺構名 戸番層名

南北ピルト 11 黒褐色土層 10YR 

2 時褐色土層 10YR 1 < 2 

3 にぶい黄褐色土層 10YR 2 < 3 

4 黒褐色土層 10YR

5 褐色土層 10YR 

6 黒褐色土層 10YR 

7 暗褐色土層 10YR

B 黒褐色士層 10YR 

19 明黄褐色士層間 R
10 褐色土層 10YR 

しまり粘性混入物

RP  RB  YP  

ム※ A
A ※ 0 
0 ム※

@ 0 ※ 

o 0 x 

。。。。。
。。。。。

色調

1く 2

V>3 

3 < 4 
V<V' 

VIく VI'

N>5 

G-25己北調査区、深掘り

遺構名 隔番層名

R

R

R

 

W
山

R
R
R
R
y
m山

I

M

i

M

T

M

T

V

1

5

1

 

層

U

U

U

U

層

層

土
層
層
層
層
土
土

色
土
土
土
土
色
色

褐

色

色

色

色

褐

褐

黒

褐

褐

褐

褐

赤

黒

1
2
3
4
V
M
5
 

D
 

nJ
一

掘

C

深

(

し ま り 粘 性 混 入 物

足Z一一主主エE
※※※  

ム※ 4
0 ※ O 
※※※  

4 ※※  

※※※  

※※※  

※※※  

A ※ 4 

0 ※ O 

一一¥ースrー

ム※ ※ 。。

色調

4ill 。4
4
4
4
4
4
4
4
4
×
 

4
0
0
4
0
4
4
0
0
×
 

4<5 
6 < 5 
6 < 7 
7>8 
8く 9

9> 10 

山峰遺跡北調査区全体図
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一一坤

名

荷

4
眉
一
黒

一
番
一

D
圏

一

1

A

一

部

名

一

4

一

構

一

G
遣

一

D

G~25A、 D-1

遺構名 戸 周 名

D-1 11 燕色土居10YR
2 暗褐色土居lOYR

しまり粘性混入物
RP RB YP 

@ u ※ 淡淡

しまり粘性混入物
RP RB YP 

A A ※ 楽業

A A ※※※  

色調

色調

しまり粘性混入物
EP RB YP 

.a 0 x X ※ 

A 0 A A A 

しまり粘性混入物
RP RB YP 

窃~※ 6 x 
。@ム

色調

1くZ

色調

G-25C、D-5

遺構名 F醐名

D-5 11 暗褐色土居lOYR
2 暗褐色土層lOYR

しまり粘性混入物
RP RB YP 

. .※※  

o 0 d.※ 
O.  .※  

o 0 0 ※ 
o 0 0 ※ 

lく2

0 
1<2 • 
4>2>3. 
3く 5<4.。

色調

G-25C北漏査区、 D-8
遺構名 陣番層名

D-8 11 躍褐色王肩lOYR
2 にぶい黄色土層

3 褐色土層

4 明黄褐色土層
5 黄海色土層

しまり粘性混入物
RP RB YP 

. .※※※  

. .※※※  

. .※※※  

. .※※※  

. .※※※  

1<2 

1く2

2>3 
3 >4 
4>5 

色調

しまり粘性混入物
RP RB YP 

. .※※※  

d. 0 ※ ※ ※  
• 0 ※ ※ ※  

色調

lく2
2>3 

G-25C北調査区、 Dー7
遺構名 F醐名

D-7 11 暗褐色土層lOYR
2 褐色土層luYR
3 褐色土層lOYR
4 褐色士層lOYR
5 褐色士層lOYR

G-25C北調査匹、 D-9

遺齢 F番層名

D-9 11 暗褐色士i層'lOYR
2 褐色士層10YR
3 褐色土層lOYR

士坑実測図
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。。。。

色調

1 <2 
3 <2 

D -12 

しまり粘性臥物
RP RB YP 

ム※

O ※※  

※ ※ O 
出※※

※※ O 
※※ム

※※ム

ム
A
4
0
4
0

A
ム
ム
ム
ム

A

色調

lく2

3 >4 
4く5

5 >7 

5 >6 
6 >7 

1 s音色土層lO""lR
褐色土層10YR

褐色土層10YR
暗褐色土層10YR

褐色土層lOYR

日音褐色土居lOYR
W 褐色土層10YR

D -10 

。@ 。
色調

1く2

D -14 

北調査区出土の磯

北調査区から54点の撲が検出されている。磁の分布は亀裂の部分に集中し、偏りがみられる。

(井上慎也)

土坑 規模(上端) 規模(下端) 深さ (m 形 態 時期 土器 石器 草是

番号 長径 短径 長径 全日千至 平図 断固 石器(狭義)頭l片・石核

D -6 0.82 0.82 0.58 0.52 O. 31 円形 皿状

D 7 1. 30 0.90 1. 04 0.66 O. IS 楕円形 椀状 打製石斧

D-8 1. 34 1. 06 0.96 0.60 0.41 楕円形 椀:伏 剥片 A類

D-9 1. 4' 1.40 1. 16 1.1" o. 3C 円形 皿状

D IC 1.06 0.92 0.4' 楕円形 椀状 磯

D -II 0.68 0.56 O. 25 椅円形?皿状 有尾式

D 12 1. 02 0.90 O. 18 円形。 皿状 有尾式
D -13 1. 56 1. 30 0.86 0.80 0.21 楕円形 皿状 E業
D 1 1. 16 0.82 O. 29 楕円形つ 椀状 車是

D 15 1. 04 0.9" 0.60 0.56 L一立 42IfIlffl 椀立

これらの離はほとんどが被熱し、拳大のものは少なく、破砕したものが多い。

山峰遺跡北調査区土坑観察表第12表

遺物b. 

土器

J -1号住出土の縄文土器(第26図 1~14) 

図示したのはすべて第 1群士器の有昆式士器である。

2は0段多条縄文が菱形状に施文9、10は爪形文や沈線で菱形文様が構成される。5 1 

6は列点状刺突により菱形文様が7は原体Rの無節縄文が施文される。4、3、1 される。

8は半裁tt管でC字状の束IJ突が口縁に沿って施される。 11は半載竹管を軽く押しあて描カミれ、

て渦巻文を描く。 13は士製円盤、 14は小型深鉢あるいはミニチュア土器である。

ピット出土の縄文土器(第27図 1~ 6) 

-42一
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1から 5は第 1群土器の有尾式士器である。 1、 3はO段多条縄文、 2はRLの単節斜縄文

を施文する。 4はRの単節斜縄文、 5はLRの単節斜縄文を施文する。 6は第 4群 2類土器の

勝坂式土器で緩やかに湾曲する隆帯に沿って細い沈線が施される。どの遺構でも遺物の出土量

は少ない。

北調査区出土の縄文土器(第27図 7~25) 

7から21は第 1群土器の有尾式士器である。 7はLRLの直前段合撚、 8はRLRの直前段

合撚の羽状縄文、 9、10はO段多条縄文が施文される。 11は口縁端部に爪形文が巡り、 12は斜

位沈線文が施文される。 13から16は爪形文によって文様が構成され、 16は爪形文聞に刻みを有

する。

17から 19は沈線文で文様が構成され、地文に LRRの前々設反撚縄文が施文される。 20は斜

位の沈線のなかに列点状刺突がみられ、 21は沈線文と刺突文で文様が構成される。 22は口唇部

に突起がつき、縄文施文後に横位の沈線が施される。

23は地文にRLの単節斜縄文を施し、沈線文で、横線文と横位の矢羽根状文が施丈される第 2

群 1類土器の諸磯 b式土器である。 24は縦位の矢羽根状沈線を地文に持ち、ボタン状貼付文が

認められる第 2群 2類土器の諸磯 c式土器である。 25は大型の環状突起を持つ第 4群 2類十:器

の勝坂 3式土器である。

[所見]

J -1号住居祉から出土した縄文士器は、口縁部文様帯に半裁竹管による爪形文で菱形を構

成し、単節もしくは無節の斜縄文で羽状縄文を構成する。これらの土器は大下原遺跡(1993) 

の Ib段階(有尾式土器中段階)に相当する。また、口縁部に櫛歯状土具による列点状刺突が

施された資料がみられ、若干古い様相も伺われる。

また、山峰遺跡北調査区から出土した縄文士器は前期中葉~中期中葉までが見られるが、総

体的にみると、有尾式土器(第 1群土器)が 番多く、次に諸磯式土器(第 2群士器)が多く、

他に勝坂式士器(第 4群 2類士器)がある。また、北調査区内での分布を見ると、前期中葉の

士器はAlグリッドと A 2グリッド及びB2グリッドにかたよって分布する。 方、前期後半

の土器は B1グリッドと B2グリッドに偏って分布する。さらに中期中葉の土器はA2グリッ

ドに偏りが見られる。

石器

J -1号住居祉出土の石器

[石器組成] (第28図)

(中津信忠)
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] - 1号住居士止では覆土中から石器108点が検出されている。石器組成は第28図のとおりであ

る。この住居士止に対する廃棄行為は住居祉覆土出土土器との共伴関係により、短期的に収束し

たものと考えられ、有尾段階の一括性が高い石器群に帰属すると考えられる。ただし、住居士止

の半分が既存の鉄塔基礎のため未調査であるため、住居社全体の石器組成は把握できなかった。

器種系列 本住居祉における A類 .B類の石器(狭義)と剥片類の数量比からパターンを検討

すると、本地域の有尾段階に特徴的なA類石器の製作、消費が低調である傾向と B類石器のス

クレイパ~B類を中心に製作、消費がやや活発であるといった傾向が認められる。これはパタ

ーン a1あるいは alに分類されるが、全体組成が不十分であるため、傾向の指摘に留めておき

たい。

器種組成 A類石器は石嫉(未成品)、石錐、石匙A各 1 点、スクレイパ~A類 4 点と非常に

少ない。 B類石器では、打製石斧、石匙B、リタッチドブレイク B類は少量検出されるが、ス

クレイパ~B類が圧倒的に多いのが特徴的である。 C 1類では凹石が多く、磨石、石皿は少な

いといった有尾段階の 般的な組成傾向が認められる。 C2類では蔽石 2点、砥石 1点が少量

組成している。 E類では磨製石斧の破片が検出されている。

本住居祉の器種組成は、全体が調査されていないため、全容は不明だが、 B類石器(特にス

クレイパ~B類)が最も多く、次いで C 1類、 A類石器の順となり、 C2類、 E類も最低量組

成する傾向が認められる。

石材組成 石材種別の個数組成では、 E類が最も多く次いで I類、 IIIa類の順と続き、それ以

外の種別はどれも数量的には少ない。石材種別ごとにみると、 I類では黒曜石、黒色安山岩、

チャートの順となるが重量的には少ない。 II類では頁岩に限られている。また、 IIIa類の安山

岩は個数では少ないものの重量的には大きな割合を占めている。その他少量の石材では、砂岩

(III b類)、結晶片岩 (N類)、緑色岩類 (V類)が存在する。本地域の有尾段階の石材組成

では、一般的に黒曜石を含め、 I類全体が少量である傾向が認められる。また、 B類石器の主

な素材には頁岩、 C1類石器の主な素材には安山岩が大きな割合を占めている。これらに照ら

し合わせると、]-1号住居祉も当該期の一般的な傾向を示していると言える。

[石器各説] (第29図~第31図)

A類石器

[右鯨未成品] (第29図 1) 1点検出されている。 1は押圧剥離工程の中で放棄されたもの

である。黒曜石製である。

[石錐] (第29図 2) 1点検出されている。 2はIIa形態(摘み有り・小形)に分類される。

先端は欠損している。チャート製である。

[石匙A類] (第29図3) 1点検出されている。 3は摘み部のみに調整を施した IIa形態
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(横形・押圧剥離による精散な調整)に分類される。黒曜石製である。

[スクレイパ-A類] (第29図 4~6) 4点検出されている。 1a形態(押圧剥離による精

微な調整) 1点 (4)、 1 b形態(押圧剥離と直接打撃による調整) 2点(5 )、 E形態(縁

辺微細剥離) 1点(6 )である。全て黒色安山岩製である。

B類石器

[打製石斧] (第29図 7・8) 2点検出されている。 2点とも E形態に分類される。 7は刃

部裏面に小剥離痕が観察され、擦痕が少ない。刃部と両側縁部にはリダクションにより変形し

ている。 8は刃部の両面に擦痕が観察される。これも基部付近にリダクションにより小形化し

ている。いずれも頁岩製である。

[石匙B類] (第29図 9~11) 4点検出されている。 1a形態(縦型・押圧剥離と直接打撃

を併用した調整) 1点(9 )、 IIa形態(横型・押圧剥離と直接打撃を併用した調整) 2点

( 10 ・11) 、摘み部分 1点である。 9は全体が被熱している。 10は摘み部を中心に調整を施し

ている。 11は摘み部と刃部に押圧剥離を施している。全て頁岩製である。

[スクレイパ-8類] (第30図 1~18) 28点検出されている。 1b形態(粗雑な押圧剥離と

細かい直接打撃による調整)の片刃 4点(1~ 3) 、 E 形態の両刃 7 点 (4~ 6) 、同片刃12

点 (7~14) 、田形態(縁辺微細剥離) 6 点 (15~18) に分類される。大きさは長さ 2. 5~12. 

7cm、幅2.4~14. 1cmの範囲に収まる。ただし、長さ幅共に8cmを越える大形のもの (10.14) は

非常に少ない。また、平均値では長さ5.3cm、幅6.5cmとなり、スクレイパーB類の素材には長

幅比が 1: 1に近い幅広剥片や不定形剥片が選択され、横長剥片(1 )と縦長剥片 (18) は少

ない傾向が認められる。剥片 B類の大きさの平均値は長さ幅共lこ4.1cm程度で、あり、スクレイパ

~B類には剥片 B類の中でやや大きめな剥片が選択されていることが確認できる。また、素材

剥片の中には剥片剥離に際し、打面に対してやや斜め方向から加撃するものもある。形態的に

はE形態が多く、とれらには素材剥片の形状、調整の部位等に弱し¥ながらも範型が認められる。

こうした本住居祉のスクレイパ~B類は前期前半期(有尾段階)に特徴的な B類石器の石器製

作システムにおける「直接打撃系列の並列形工程配置J (大土原1996) を反映しているものと

して捉えられる。安山岩製 1点を除き、全て頁岩製で占められる。

[リタッチド・フレイク B類] 図示しなかったが 5点検出されている。形態はスクレイパー

B類の固形態に準ずる。小形縦長手Ij片素材 1点を除き、 4点は幅広剥片を素材としている。全

て頁岩製である。

C 1類石器

[磨石] (第31図 1・2) 2点検出されている。 1は I形態に分類される。端部に蔽打痕が

観察される。 2は特殊磨石である。これは断面が三角形状を早し、 側縁に摩耗面をもつもの
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で早期段階のものと考えられる。ただし、本遺跡では早期の遺構・遺物は全く検出されていな

いため、石器群に伴うものかは不明である。いずれも安山岩製である。

[凹石] (第31図3~ 7) 6点検出されている。 1b形態 1点 (3 )、 IIb 形態 5 点 (4~

7 )である。欠損しているもの 2点、被熱のみ 2点である。また、作業面の凹面が深いもの 3

点、浅いもの 3点である。本住居士止の凹石は、全て凹→磨面の順序で使用されていたと推定さ

れる。結品片岩製 1点を除き、全て安山岩製である。

[石凪] (第31図8・9) 2点検出されている。 8はIIa形態の大形に分類される。結晶片

岩製である。 9はIIa形態の破片である。安山岩製である。

C2類石器

[鼓石] (第31図10・11) 2点検出されている。皿形態(棒状) 1点 (10)、N形態(不定

形) 1点 (11)である。 2点とも端部に蔽打痕が集中することから、石器製作用の蔽打器と推

定される。頁岩製と砂岩製である。

[砥石] (第31図12) 1点検出されている。 12は I形態(荒砥)に分類される。作業面には

有濯が存在する。(牛伏)砂岩製である。

E類石器

[磨製石斧] (第31図13) 基部付近の破片 1点が検出されている。 13は残存形状から推測し

てIIa形態に分類される。緑色岩類製である。

土坑出土の石器

[石器組成]

D-7号イて坑、 D-8号十:坑において石器各 1点が検出されているのみである。内訳は打製

石斧と剥片A類(黒曜石)である。

[石器各説1

B類石器

[打製石斧] (第32図 1) 1点検出されている。 1はE形態に分類される。刃部には擦痕が

観察される。黒色安山岩製である。

調査区出土の石器

[石器組成] (第28図)

山峰遺跡における調査区出土の石器組成は第28図に示したとおりである(土坑出土 2点を除

く)。石器はY-l号住居士11:覆土から 12点、北調査区25点の合計37点が出土している。 Y-l

号住居士l上覆土の石器は一部縄文時代に帰属する石器が混在するため、流れ込みである可能性が

高い。また、北調査区の石器は、共伴する土器型式から前期中葉(有尾式)~中期中葉(勝坂)

の石器が混在しているものと推定される。時期が特定できないため、石器組成の傾向は示せな
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いが、狭義の石器 (B類石器、 Cl類石器)が比較的多く検出されている。また、棒状諜も 2

点検出されている。

[石器各説] (第32図)

B類石器

[石匙B類] (第32図 2) 1点検出されている。 2は Ia形態に分類される。頁岩製である。

[スクレイパ-B類] (第32図 3~5 ・ 11) 6点検出されている。 Ib形態の片刃 1点(11 

)、 E形態の両刃 1点(3 )、同片刃 2点(4) 、皿形態 2点(5 )である。全て頁岩製で

ある。

Cl類石器

[磨石] (第32図 6) 1点検出されている。 6はV形態(不定形)に分類され、端部に蔽打

痕が観察される。安山岩製である。

[凹石] (第32図 7~9) 5点検出されている。 IIa形態(楕円形・磨→凹) 1点 (7 )、

IIb形態4点 (8・9)、破片 1点である。全て安山岩である。

C2類石器

[砥石] (第32図12) 3点検出されている。全て I形態(荒砥)に分類される。 12は長軸に

対して斜めに、 V字状の深い溝が観察される。全て(牛伏)砂岩製である。

D類石器

[棒状楳] (第32図10) 2点検出されている。 10は部分的に加工痕と研磨痕が観察される。

自然形状をと主かし、加工による整形が顕著でないので棒状操に分類した。両端が欠損している

ことから蔽石の可能性もある。結晶片岩製である。その他 1点は小形棒状で、遺跡内に搬入され

た自然礁である。加工痕は観察されない。安山岩製である。

[所見]

J -1号住居祉は、約半分が既存の鉄塔があるため未調査であり、石器組成の全体傾向を把

握することはできなかった。しかし、限られた石器分析から、石器製作構造では打製石器にお

いて器種が並列に工程は位置される「有尾・黒浜式直接打撃系列J (大工原1996)が認められ

た。また、石材組成では、 A類石器が極端に少なく、 B類石器(特にスクレイパ B類)を製

作・消費するパターンが認められた。石材では黒曜石は少数で、在地石材である頁岩を多用す

る傾向が認められる。とのように、 J-1号住居士il:が示す石器組成(系列組成、器種組成、石

材組成)は、中野谷地区遺跡群(中原遺跡、大下原遺跡、中野谷松原遺跡、三本木E遺跡等)、

清水 I遺跡をはじめとする本遺跡周辺で確認されている有尾段階における石器群の特徴と類似

していることが判明した。(井上慎也)
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( 2 )弥生時代の遺構・遺物

a. 遺構

Y-1号住居祉(第33図)

全体は調査できなかったが、平面が長方形の住居になると推定される。また、 P-lは主柱

穴の つになると思われる。床には貼床が見られた。また、床面から炭化材が出土し、いわゆ

る焼失住居である。

第13表 弥生時代住居祉観察表

遺物出土状態(第34図)

[土器j復元可能な個体の分布を見ると、 8区と 12区で出土している。査は床に置かれるよう

に出士した。鉢や高士不は 3層から出土している。

[石器]4区と 8区の境において、床直で牛伏砂岩製の砥石が出土している。

b 遺物

土器(第34図 1~4) 

2段の複合口縁を持つ壷や、空、鉢、高土不等が出土している。壷(第35図 1)は胴部から底

部を欠くが、口縁部は頚部から大きく外反し、 2段の複合口縁を持つ。口縁部には文様を施さ

ない。頚部に横位の刷毛調整を行った後、縦位の箆磨きを施す。 日同部に櫛描廉状文、櫛描綾

杉文を施している。高士不(第35図 4) は坪部を欠くが、脚部は裾の聞きが強く、縦位の箆磨き

を施すものである。鉢(第35図 3)は内湾する口縁を持ち、口縁部で横位のへラミガキを行い、

底音防ミら胴部にかけては斜位のへラミガキを施す。また、図示してないが赤色塗彩された高土不

と思われる破片も出士した。こうした土器の特徴から飯島・若狭編年の樽式 3期に比定できる。

[p，斤見]

2段の複合口縁を持つ壷は、 『有馬遺跡 II~ の 239号住居士止( 2 )で出士しているが、山峰遺

跡で出土した査と比べると、口縁部が無文である点や内面に刷毛目を残す点が具なる。また、

『天引向原遺跡rruの65号住で口縁に 3段の無文の複合口縁を持つ査が出土しているが、口縁

部の聞き具合が山峰遺跡例に比べるとやや弱い。

(深町真)
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1<2 
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造齢 戸層名
風倒木 11 黒褐色土層10YR
(E-F) 12 黒褐色土層10YR

3 暗褐色土層10YR

Y-l号住居牡実測図
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土器分布

1層 2層 3層

10g 100 g 
弥生土器 。。

床直

第34図 Y-1号住居士止遺物分布図

Y-l号住12区床直

Y-l号住 8区3層 4 

Y-l号{主 B区2層 2

Y-1号住出土の土器

ヶ
グ

H
H
U
ハ 3Zノ

Y-l号住12区3層

。 20 cm 

第35図 Y-1号住居祉出七の弥牛一土器

ワ

iR
U
 



( 3 )時期不明の遺構

M-3号溝(第36図)

I二幅 1m、深さ O.lmで、ほぼ南北方向に走っている。遺物は全く出土しなかった。底は平ら

でなく凹凸が見られた。地震による亀裂であると推定される。

D-5号土坑(第25図)

J -1号住居祉の北側に位置する。遺物が全く出土せず、時期や用途が不明である。

第14表 山峰遺跡出土士坑観察表

(深町真)

M-3号潜
~ 

A・207.4Om・ B

'UL人1.1"1-ノ

。 4ID 

G-25C、M-3

遺構名 戸層名

M-3 11 黒褐色土層lOYR

色調 しまり粘性混入物
R P RB YP  As-A 

o 0 ムム※※

第36図 M - 3号溝実測図
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VIll 成果と問題点

( 1 )山峰遺跡における縄文時代前期中葉の様相について

山峰遺跡では縄文時代前期中葉の住居士!と 1軒と士坑・ピット群がそれぞれ異なる調査区で検

出されており、主体は有尾式期である。しかし、今回の調査は鉄塔部分 2カ所のみと限定され

たものであり、遺跡全体の様相について言及できる内容を有していない。そこで、ここでは遺

跡の内容を整理し、遺跡のセトルメントを中心に簡単にまとめておきたい。

立地 山峰遺跡は北東方向へ延びるE陵性の舌状台地の先端部に位置しており、四方への眺望

は極めて良好な場所を選地している。しかし、台地の幅は狭く、大規模な集落遺跡を形成する

にはやや不十分な広さである。むしろ、小規模な狩猟キャンプ的な集落を形成するのには適地

と推定される。

時期 本遺跡出土土器群の編年的位置は、大形菱形文の文様構成などの特徴から、有尾式期で

も中段階以前と捉えることができる。同時期の遺跡としては大下原遺跡がある。この遺跡の土

器群は本遺跡の士器群と非常に似通っている点で注目される。

右器群の様相 この時期の石器群について瞥見してみよう。]-1号住居坑出土の石器群では、

押圧暴IJ離系列 (A類)の器種が非常に少ない。そして、直接打撃系列 (B類)では石匙B類・

スクレイパ-B類が大部分を占めている。また、使用痕・形状選択系列 (C1類)の出土量は

比較的少ない。こうした石器組成の在り方は、吉田原遺跡]-3号住(黒浜式期)、同]-4 

号住(関山 E式期)、中原遺跡]-6号住(有尾式期)の事例に類似している。ここでみられ

る押圧剥離系列の器種(石蟻など)が少なし¥傾向も、これらの事例と共通しており、前期中葉

のこの地域における一般的な様相と判断される。このように石器群の様相をみる限り、小規模

な狩猟活動や植物採集を行いながら、頻繁に移動を繰り返す生活摸式をもった集団が残した小

規模な集落の つで、あったと推定される。

居住形態 本遺跡で唯一検出された]- 1号住居祉は、 「方形壁溝全周型」であり、有尾式期

に特徴的な住居形態である。中野谷松原遺跡のような拠点集落では、頻繁に拡張や建て替えが

行われているが、ここではこうした状況は認められない。この事例からすれば、比較的短期間
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営まれた小規模なキャンプサイト的様相を示している。また、北調査区では、士坑・ピットが

密集して検出されている。大下原遺跡においても同様な土坑群が存在しており、少数の住居士止

と小規模な土坑群・ピット群によって構成されている。おそらく、山峰遺跡も同様な遺構構成

の集落であったと推定される。こうした内容から、本遺跡の届住形態(セトルメント)は、小

林達雄氏の集落分類(小林 1980) のパターン Cfこ該当する。

周辺遺跡との関係 山峰遺跡周辺に存在する同時期の周辺遺跡はどのような集落遺跡を形成し

ているか検討してみよう。同時期(有尾式中段階)の遺跡としては、本文中でも再三触れてき

た大下原遺跡がある。この遺跡は本遺跡の南西約3.8kmの場所にある。また、これよりやや古い

時期であるが、有尾式古段階の遺跡としては、南西4.6凶の位置には中野谷松原遺跡{副)があり、

北西3.9kmの場所に清水遺跡がある。これらの遺跡は、いずれもパターンCに相当する集落形態

である。

このように前期中葉(有尾古~中段階)では、パターンCの内容をもった等質的な小規模な

集落遺跡が 2~4 回程度の間隔をおいて存在していることが分かる。また、これらの遺跡にお

ける石器石材の種類と組成をみても、基本的に鏑川・碓氷川流域の石材が同じ傾向をもって選

択されており、ほぼ等質的な内容である。それとともに、遠隔地石材の流入は少量の黒曜石以

外ほとんど認められない。石材の入手ど消費は 定の地域内で閉鎖的かつ 元的に行われてい

た可能性が高い。

ここで認められる限定された地域内で等質的な内容の集落が点在する在り方は、ある種の紐

帯関係によって結びついた集団による移動の軌跡として捉えることが可能である。つまり、前

期中葉段階に至っても、この地域においては小規模な集落を基本的な単位として、頻繁に移動

を繰り返す生活様式であったと考えられる。

まとめ 以ヒ述べてきたように、前期中葉段階では本遺跡のような移動性の高し、小規模な集落

(パターン C) が 定地域内で連鎖するセトノレメントパターン(居住形態)であったことが推

定される。これは基本的には前期前葉段階の在り方と大きな違いは認められない。(託 2)しかし、

この直後の前期後葉(諾磯b式期)には、この地域にも中野谷松原遺跡・大下原遺跡において

の定住型の大規模な拠点集落が形成されており、大きな画期が存在していたことが明らかにな

りつつある。この生活様式の大転換がどのような要因によって生じたか、については縄文時代

研究の大きな課題である。

(大工原豊)
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註 1 中野谷松原遺跡は前期後葉の大規模な拠点集落であるが、有尾古段階では、山峰遺跡と同じパターンC

に分類される小規模な集落が調査区の西側に営まれている。詳細は『中里子谷松原遺跡 遺物本文編11 (1998年)

を参照されたいc

註 2 前期前葉の居住形態については、 『中野谷地区遺跡群一本文編11 (1994年)の中で中原遺跡・東畑遺跡

の事例を用いて、多角的に検討を行っているので、とれを参照されたい。

小林達雄 1980 r縄文時代の集落J W園史撃11110・111

大工原豊・関根慎二 1994 r縄文時代前期前葉の集落についてJ W中野谷地区遺跡群 本文編』安中市教育委

国人

貝ま

( 2 )日向後原遺跡の古墳について

日向後原遺跡で検出されたM - 2号溝はその形状から古墳 (K-1号墳)の周堀の 部と考

えられる。しかし、調査区は鉄塔の基礎部分であり、 K-l号墳の全体像をつかむまでには至

らなかった。そこで、このK-l号墳とその周堀であるM-2号溝の内容を整理し、その性格

について検討してみたい。

立地 日向後原遺跡は、碓氷川 k位段E末端の東西に細長く続く丘陵状地形の最高所に立地

している。このあたりは長さ約250mx幅約50mの平坦面となっている。この平均面の南東側は

段丘崖となっており、下には天神川が流れている。また、北西側は緩斜面となっている。

時期 遺物としては、 M - 2号溝 3区から出土した士甘がある(第 8図 1)。これは堤東遺跡

2号周溝墓後方部東側周溝出士の坊の形態及び技法に類似している。このことから K-l号墳

の築造は 4世紀後半と考えられる。

形態 M-2号潜は断面がレを折り返したような形をしており、平面形は逆L字形を呈して

いる(第 6図)。との堀の断面形態は荒砥北部遺跡群中山A遺跡 1号周溝墓 (F3) や東原B

遺跡14号周溝墓 (F3) ・16号周溝墓 (F3)や荒砥二之堰遺跡第 4号方形周溝墓 (D1) 

第 5号方形周溝墓 (D1 ) ・第 6号方形周溝墓 (D1 )の断面と類似している(註 1)。

規模 M-2号潜は直線部が約 9m、そこから西に屈曲して約 2mで調査区の墜となる。ま

た、 M-2号溝直線部が北側の調査区の壁に消えているところから調査区の西端まで約 3mで

ある。

全体像の推定 日向後原遺跡のK-l号墳は円墳でないのは明らかであるが、方墳あるいは前

方後方墳の形態が考えられる。しかし、これ以 kの推定はK-l号墳の検出状況から無理があ
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るので、判断を留保したい。

市内の類例遺構 現在のところ、碓氷川下位段丘に位置する田中田・久保田遺跡の IHK-l

号方形周溝墓J (註 2) であり、 5世紀前半の築造である。規模は東西 9. 4m、南北 7. 1 m 

であり、方墳である。また、墳丘上から土壌 2基 (D-l、D-3) 、境Eから周溝にかかる

ような土壌 1基 (D-2) 、周溝内から土壌 3基 (D-4、D-5、D -6) の計 6基を検出

した。

他遺跡との関連 田中田・久保田遺跡 IHK-l号方形周溝墓j の北方の碓氷川右岸には 5世

紀終末~6 世紀初頭の築造と考えられる塩ノ久保K-l 号墳(註 3 )があり、南方の碓氷川上位

段丘上には 4 世紀後半~5 世紀初頭の長谷津八幡山古墳(旧磯部町 2 号墳)がある。また、日

向後原遺跡K - l号墳の南方の上聞仁田には 5世紀前半の築造と考えられる経塚古墳がある。

このように、現在のところ安中市で碓氷川より南側で竪穴式石室を持つ古墳が分布している。

すなわち、安中市で古墳の築造が始められたのは碓氷)[1より南側だと考えられる。今回発掘調

査した日向後原遺跡K-l号壌や田中田・久保田遺跡 IHK-1号方形周溝墓」は安中市にお

ける古墳の出現を考える資料となると見られる。

まとめ 以上みてきたように、日向後原遺跡の K-l号墳や田中田・久保田遺跡 IHK-l号

方形周溝墓」は安中市に古墳が出現した頃の様相を示す遺構として考えることができる。また、

長谷津八幡山古墳や経塚古墳のような竪穴式石室を持つ古墳との関連を考えてし、く必要がある

と思われる。

(深町真)

註 1 関東地方の周溝墓については、伊藤敏行氏が類型化している(伊藤敏行 1996 I第三部第四章 個別

形態論J W関東の方形周溝墓JlP 365~376 同成社)が、周溝の形態差からAからGに分類し、それぞれを 1

~3 の三つに分ける Al~A3 は四隅切系、 C 1は一隅切系、 Bl.C2が二隅切系、 Dl・D2は全周系、

El~E3 が中央陸橋系、 Fl~F3 が前方後方型系、 Gl~G3 が円形系で、 B2 、 B3 、 C3 、 D3 は中

間形態であるc この分類に従うと、田中田・久保田遺跡 IHK-l号方形周溝墓」はE1に分類されるこ二の

周溝墓あるいは方形周溝墓と古墳の区分はいろいろ説があるが、日向後原遺跡K-l号墳も田中田・久保田遺

跡 IHK-l方形周溝墓j が築造されたのは、すでに 2m以上の墳Eを持つ高塚系の前方後円墳や前方後方墳

が存在していた時期であり、都出比呂志氏の説かれている前方後円墳体制の中に組み込まれているという意味

で古墳(低墳E古墳)として考えるコ

註 2 大工原星空 1992 W田中田・久保田遺跡』 安中市教育委員会
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68 



引用文献・参考文献

縄文時代

大工原豊・金井京子・和田宏子他 1993 W大下原遺跡・吉田原遺跡』 安中市教育委員会

大工原豊・関根慎二・林克彦他 1994 W中野谷地区遺跡群』 安中市教育委員会

大工原豊・関根慎二・金井京子・林克彦他 1996 W落合E遺跡・平塚遺跡・三本木E遺跡・

三本木皿遺跡』 安中市教育委員会

大工原 豊 1996 W中野谷松原遺跡縄文時代遺構編』 安中市教育委員会

小野和之・巾隆之・白石典之・大塚昌之・鳥羽政之・山田八重子・都丸肇・茂木充視 1985 

『見立溜井遺跡・見立大久保遺跡』 赤城村教育委員会・群馬県教育委員会

井)[1達雄・長井正欣 1996 W清水 I遺跡』 原市第一県営住宅遺跡調査会

大工原 豊 1996 1(2)石器J W考古撃雑誌』第82巻第 2号 p26~36 日本考古皐舎

弥生時代

飯島克己・若狭徹 1988 1樽式土器編年の再構成J W信濃』第40巻第 9号P28~51 

山岸良二編 1996 W関東の方形周溝墓』 同成社

若狭徹他 1998 W人が動く・土器も動く 古墳が成立する頃の土器の交流←』 かみつけの

里博物館

千田茂雄 1995 W荒神平・吹 k遺跡』 安中市教育委員会

佐藤明人 1990 W有馬遺跡E 弥生・古墳時代編』 群馬県教育委員会・財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団

依田治雄・木村収・棲井美枝・右島和夫 『白倉下原・天引向原遺跡m~ 群馬県教育委員会

・財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・日本道路公団

古墳時代以降

飯島義雄 1998 1古墳時代前期における「周溝をもっ建物j の意義J W群馬県立歴史博物館

紀要第 19号~ P 65~78 群馬県立歴史博物館

坂口 ・三浦京子 1986 1奈良・平安時代の土器の編年一住居の重複と共伴関係による土器

型式組列の検討十J W群馬県史研究24~ P18~55 群馬県

坂口 1986 1古墳時代後期の土器の編年一三ツ寺田遺跡を中心とした士師器と須恵器の平

行関係-J W群馬文化208~ P13~30 群馬県地域文化研究協議会

都出比呂志 1986 1墳墓J W岩波講座 日本考古学 4~ p217~267 岩波書庖

Q
d
 

p
b
 



都出比呂志 1992 r墳丘の型式J r古墳時代の研究 7 古墳 I 墳正と内部構造~ p 15~38 

雄山閣

友贋哲也 1991 r群馬県における古墳時代前期の土器様相J r群馬考古学手帳Vol. 2 ~ 群

馬土器観会

大工原豊・力日部二生 1991 r塩ノ久保遺跡』 安中市教育委員会

大工原豊 1992 r田中田・久保田遺跡』 安中市教育委員会

荒巻実・棲井孝・志村哲・田野倉武男・古郡正志・前原豊・丸山治雄・茂木努 1982 rAl 

堀ノ内遺跡群』 藤岡市教育委員会

飯塚卓二・女屋和志雄・関根慎二・森田秀策他 1990 r熊野堂遺跡(2) ~ 財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団

井上唯雄・松田猛・松村和男他 1985 r堤東遺跡』 群馬県教育委員会

井と唯雄・石坂茂・徳江秀夫 1985 r荒砥二之堰遺跡』 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事

業団

梅沢重昭・細野雅男・石坂茂・坂口 ・藤巻幸男・小島敦子・鹿沼敏子 1986 r荒砥北原遺

跡・今井神社古墳群・荒砥青柳遺跡』 群馬県教育委員会・財団法人群馬県埋蔵文化財調査事

業団

折原洋 ・桐谷優・平岡和夫 1988 r昭和62年度荒砥北部地区遺跡群発掘調査概報』 荒砥

北部遺跡群調査会・群馬県教育委員会

中沢悟 1996 r矢田遺跡目』 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

中沢悟 1997 r矢田遺跡VIU 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

右島和夫・徳田誠志 1998 r東国における石製模造品古墳 高崎一号墳の基礎調査から I 

『高崎市史研究 9~P1~P36 高崎市

ハU
ウ
{



図版-1

1・T-1 ~}住 8 区床[百四台付1111

II-2号住2トレンチ杯

11-2号住 16[5( 1 J凶郎



図版-2

H-4号千t北I国 台付・費

H-4号住 11!玄1屑 郎

H-4号住北何台付現

4・
H-4号住 11区 11M 両杯 I-T -6号イセ8医1J日 現



図版-3

J -1丹住6区上層深鉢

J -1号住 l区よ層深鉢

J-l{0-住6区下問深鉢



I火I版-4

、

Y-l号住 12区床直結

Y-lη住 12区3J(1 鉢

Y-llj住 8!K3J0 商杯



図版-5

山崎泣跡北開査区BlbグリッドNa!凶 深鉢

J -1 ~}住 6 区下t0 .fi IlIl 





図版-7

J -1 ~J住居111: 111土の石器 (1) 

J -1 :1イセ居J:II:出土の石器 (2) 



図版-8

(

的

)

鶴
間

eH明
司
討
阻
組
昨
同
|
『

関
同

e刊
召
討
限
組
世
阿
l
L
P
冶
リ
吋
持
凶
桝
羅
#



抄録

ふ り tY¥ な ひなたうしろはらいせき・のけらいせき・やまみねいせき

書 名 日向後原遺跡・野毛良遺跡・山峰遺跡

!i'iiJ 書 名 東京電力送電用鉄塔建設工事に伴う発掘調査報告書

巻 次

ン/ lJ ーズ名

シリーズ番号

編 著 者 名 深町真・大工原 豊・井上慎也・中津信忠

編 集 機 関 安中市埋蔵文化財発掘調査団

編集 機関所在地 〒379-0192 群馬県安中市安中一丁目 23-13

発行年月 日 西暦1998年9月30日

ふりがな ふりがな コード
北緯 東経 調査期間

調査
調査原因所収遺跡名 所 在地 市町村 遺跡番号 面積

あんなかし しもまにた
ひ日なた向う後しろは原ら遺いせ跡き安あさひ中な市たつ下Lろは問ら仁田 19960122-

196ぱ
送電用鉄

102113 G-25A 36018'5" 138054'1 " 
字日向後原 19960131 塔建設

野町 毛、f 良勺 遺い せ跡きあ字き野の毛け良
102113 G-25B 36018'12 " 

19960124-
144ぱ 向上138054'8" 

19960214 

や山ま み峰ね 遺い 跡せき あ字さや山まみ峰ね
G-25C 

19960126-
185ぱ 向上102113 36018'29" 138054'22' 

19960216 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

その他 縄文時代中期 士坑 2 縄文土器・土師器・
古墳 古墳時代前期 古墳 l 須恵器・石器

周堀 1 
日向後原遺跡 集落 平安時代 住居社 1 

その他 時期不明 土坑 2 
ビット多数
溝 l 

野 毛良遺跡
集落 古墳時代前期・後期 住居む1: 8 縄文土器・土師器・

須恵器・石器

集落 縄文時代前期中葉 住居社 1 縄文土器・弥生土器・
広場 士坑 11 石器・喋

山|峰遺跡 ピット多数
集落 弥生時代末期 住居牡 l 
その他 時期不明 土坑 1 

溝 1 



日向後原遺跡・野毛良遺跡・山峰遺跡
東京電力送電用鉄塔建設に伴う発掘調査報告書←

印刷平成10年 9月30日

発行平成10年 9月30日

編集 安中市埋蔵文化財発掘調査団

発行 安中市埋蔵文化財発掘調査団

印刷サカエ印刷


